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【議案審議結果】

報
告

 令和７年度に公表する健全化判断比率について
将来負担比率71.1％　早期健全化基準350％を大きく下回っている

報告済令和７年度に公表する資金不足比率について
病院事業会計　資金不足比率9.4％ 経営健全化基準20％を下回っている

令和７年度奈井江町教育委員会事務事業の点検及び評価報告書について

認
定

令和６年度奈井江町一般会計歳入歳出決算の認定について 
令和６年度奈井江町国民健康保険事業会計歳入歳出決算の認定について 
令和６年度奈井江町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
令和６年度奈井江町下水道事業会計歳入歳出決算の認定について 
令和６年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計歳入歳出決算の認定について

全会一致

補
正
予
算

令和７年度奈井江町一般会計補正予算（第２号）
歳入歳出に、7,815万５千円を追加し、補正後の総額は57億6,185万６千円
歳入　林業補助金6,625万円の増・障がい者自立支援847万９千円の増・他 
歳出　児童福祉費462万円増・体育館施設費340万７千円の増・他

全会一致

条
例
等

奈井江町下水道条例の一部を改正する条例
災害その他非常時に、宅内配管等の早期復旧を図るために他の市町村長が
指定した業者による排水設備工事を可能にするため、本条例の一部を改正

全会一致

職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例
令和６年度の人事院の報告により「仕事と生活の両立支援の拡充」につ
いて、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律の施
行に伴い関係する条例の一部を改正

全会一致

奈井江町営バス運行条例の一部を改正する条例
誰もが便利で使いやすい新たな仕組みを構築する「多世代共生型交通シ
ステム」の導入に伴い、町営バス「市街地循環線」及び「向ヶ丘線」の
路線変更等のため、本条例の一部を改正

全会一致

奈井江町議会議員及び奈井江町長の選挙における選挙運動の公費負担に関
する条例の一部を改正する条例

公職選挙法施行令の一部改正による選挙公営の単価の改定に伴い、奈井
江町議会議員及び奈井江町長の選挙における選挙運動の公費負担に関す
る単価を改定するために、本条例を改正

全会一致

規
約
の
変
更

北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について

全会一致
北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について

北海道市町村総合事務組合規約の変更について
上記３件については、江差町・上ノ国町学校給食組合の脱退に伴い、北
海道市町村職員退職手当組合規約表の変更するため

人
事

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
令和７年９月30日をもって任期満了となる三 原　新氏の再任に同意 全会一致

　第３回定例会は９月５日から９月12日まで開催され、令和６年度決算認定の他、報告案件、
補正予算議案、条例一部改正議案、規約変更、人事案件、すべての議案を可決しました。
　その結果、令和７年度一般会計予算の歳入歳出総額は、57億6,185万６千円となりました。
その他会議案１件・調査案件３件を可決し閉会しました。
� 傍聴者数５人

第３回定例会で審議された議案
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特別会計決算
会計名 歳　入 歳　出 実質収支額

国民健康保険事業会計
1億8,787万5千円 1億8,722万4千円

651千円
（13.7％減） （11.2％減）

後期高齢者医療特別会計
1億1,120万9千円 1億1,118万8千円

21千円
（7.9％増） （8.0％増）

一般会計決算
歳入　60億1,570万４千円　前年度比　12.8％減
歳出　58億9,030万３千円　前年度比　12.7％減

決算審査特別委員会　令和６年度 ５会計決算額

国民健康保険病院事業会計決算
区　分 令和６年度

収 入
収益的収入 8億5,984万7千円

資本的収入 1億2,753万2千円

支 出
収益的支出 8億3,266万9千円

資本的支出 1億5,293万3千円

収 支 差 額

収益的収支 2,717万8千円

資本的収支 △2,540万1千円

実質収支額 2,840万3千円

下水道事業会計決算
区　分 令和６年度

収 入
収益的収入 4億0,909万7千円

資本的収入 2,482万3千円

支 出
収益的支出 3億6,779万3千円

資本的支出 2億3,955万5千円

収 支 差 額

収益的収支 4,130万4千円

資本的収支 △2億1,473万2千円

実質収支額 △412万9千円
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遠 

藤

①�

事
業
計
画
の
検
証
結
果
に
つ

い
て

②�

現
在
の
状
況
が
２
階
も
含
め

今
後
も
継
続
さ
れ
て
い
く
の

か
③�

指
定
管
理
者
制
度
に
お
け
る

利
点
を
活
か
し
た
運
営
に
つ

い
て

④�

町
が
管
理
運
営
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
方
は

町 

長

①�

公
募
時
に
提
出
さ
れ
た
管
理

業
務
・
自
主
事
業
の
計
画
に

つ
い
て
、
毎
年
度
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
に
お
い
て
、

利
用
状
況
や
収
支
の
状
況
、

計
画
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ

い
て
評
価
と
課
題
整
理
を
行

っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
お
お

む
ね
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ

て
い
る
。
各
種
報
告
等
に
お

い
て
業
務
の
改
善
が
必
要
と

判
断
し
た
場
合
は
、
町
と
指

定
管
理
者
が
協
議
の
上
、
改

善
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

　
②�

伝
承
室
に
つ
い
て
は
、
防
災

道
の
駅
に
選
定
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
防
災
に
関
す
る
パ

ネ
ル
や
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置

し
、
周
知
・
啓
発
等
の
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
活
用
し
て
い

る
。
昨
年
ま
で
行
っ
て
い
た

地
場
産
品
の
販
売
に
つ
い
て

は
、
商
品
の
管
理
や
選
定
、

販
売
員
の
配
置
等
の
体
制
に

課
題
が
生
じ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
現
在
販
売
を
停
止
し
て

い
る
。

　

�　

ま
た
、
２
階
の
学
習
室
に

は
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
と
町

内
企
業
か
ら
寄
贈
を
受
け
た

古
民
家
を
配
置
し
、
無
料
休

憩
所
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、

イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
会
場
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。

　

�　

道
の
駅
に
お
け
る
地
場
産

品
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
公
募
時
に
お
け
る

施
設
の
管
理
運
営
基
準
（
要

求
水
準
書
）
に
明
記
さ
れ
て

い
る
項
目
で
あ
り
、
町
と
指

定
管
理
者
双
方
が
課
題
と
認

識
し
て
お
り
、
現
在
よ
り
効

率
的
な
販
売
方
法
等
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
に
お
い
て

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

③�

平
成
17
年
度
よ
り
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
て
い
る

が
、
近
年
開
設
し
た
道
の
駅

は
、
施
設
の
大
規
模
化
・
商

業
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

制
度
当
初
に
開
設
し
た
本
町

の
道
の
駅
は
、
施
設
の
規
模

や
構
造
な
ど
限
ら
れ
た
環
境

の
な
か
、
多
様
化
す
る
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
運
営
に
努
め
て
い
る
が

今
後
、
民
間
団
体
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
企
画
・
ア
イ
デ
ア
を
生

か
し
た
施
設
運
営
を
期
待
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
町
と

指
定
管
理
者
が
連
携
し
、
道

の
駅
の
活
性
化
に
向
け
取
り

組
ん
で
行
く
。

④�

国
が
求
め
る
道
の
駅
と
し
て

の
機
能
に
加
え
て
、
時
代
と

と
も
に
変
化
し
、
求
め
ら
れ

る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
、
町
民
や
関
係
団
体
な
ど

と
共
通
の
理
解
と
認
識
、
そ

し
て
協
働
の
下
で
、
利
用
者

の
目
線
に
立
っ
た
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
施
設
と
し

て
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
将
来
的

な
管
理
運
営
方
法
も
含
め

て
、
道
の
駅
の
活
性
化
に
向

け
て
研
究
し
て
い
く
。

遠藤共子

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
（
道
の
駅
）
に
つ
い
て

利
用
者
に
親
し
ま
れ
る
管
理
運
営
を町

長 

活
性
化
に
向
け
研
究
を
し
て
い
く

９月定例会では４人の議員が ９月定例会では４人の議員が 一般質問一般質問 を行いました。 を行いました。

ここここをを問問うう町政
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篠 

田
猛
暑
と
不
安
定
な
世
界
情
勢

の
影
響
、
円
安
、
賃
金
上
昇
等
、

複
数
の
要
因
に
よ
る
原
材
料
費

等
の
上
昇
が
生
じ
て
い
る
状
況

下
に
お
い
て

①　
誘
致
企
業
を
含
め
町
内
企
業

の
現
況
に
つ
い
て

②　
経
済
団
体
か
ら
の
要
請
書
の

対
応
に
つ
い
て

議
会
…�

７
月
17
日　

懇
談
会
を

実
施
（
情
報
交
換
）

町 

長

①�

担
当
課
が
、
企
業
の
訪
問
等

で
、定
期
的
に
業
績
等
の
課
題
、

状
況
を
伺
っ
て
い
る
。

経
営
状
況
は
、
物
価
、
人
件

費
の
高
騰
等
も
あ
り
、
横
ば
い

や
下
が
り
傾
向
と
お
聞
き
す
る

が
、共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、

人
材
の
確
保
が
非
常
に
厳
し
い

と
の
こ
と
で
す
。

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
て
、
物
価
高
騰
対
策

と
し
、
企
業
に
支
援
金
の
給
付

や
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
等
の
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

②
経
済
団
体
か
ら
、
発
電
所
の

廃
止
に
伴
う
地
域
経
済
へ
の
影

響
に
対
す
る
町
の
対
応
に
つ
い

て
、
混
焼
炉
発
電
所
の
設
置
、

石
炭
の
有
効
活
用
等
、
４
項
目

に
わ
た
る
要
請
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

発
電
所
の
廃
止
に
よ
っ
て
、

町
内
の
採
炭
事
業
者
を
は
じ

め
、
運
搬
な
ど
納
炭
に
関
わ
る

関
連
企
業
の
雇
用
、
経
営
に
与

え
る
影
響
は
大
き
い
と
十
分
認

識
を
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
要
請
内
容
に
対
し

て
、
北
海
道
電
力
に
対
し
て
口

頭
で
お
伝
え
し
た
。

◎
跡
地
利
用
の
検
討

・
実
現
可
能
な
事
業
展
開

・�

北
電
と
し
て
、
新
た
な
事
業

に
対
す
る
収
益
性
、
継
続
性

町
の
経
済
状
況
等
に
つ
い
て

篠田茂美

篠 

田
官
民
一
体
と
な
っ
て
地
球
温

暖
化
対
策
を
進
め
る
為
に
、
企

業
・
個
人
も
国
の
補
助
金
等
を

活
用
し
て
い
く
方
策
の
検
討
は

町 

長
企
業
等
が
新
た
な
取
組
み
を

始
め
る
場
合
に
、
国
の
支
援
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
は
重
要
で
、
十
分
整
理
を

し
て
検
討
し
て
行
く
。

脱
炭
素
の
取
組
み
に
つ
い
て

火力発電所跡地利用

北電の基本スタンス
・町に貢献できることを第一
・北電事業との親和性
・事業の持続性
　を踏まえて検討する

↓
4/25　包括連携協定を締結
・脱炭素に関する取組み
・跡地利用の検討
　相互に連携し、進める確認

等
、
社
会
的
に
責
任
の
あ
る

事
業
展
開
が
必
要

北
電
が
主
体
と
な
っ
た
検
討

が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。

篠 

田
ま
ち
づ
く
り
の
原
則
と
し

て
、
情
報
の
共
有
、
町
民
参
加

を
掲
げ
、
町
民
と
共
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
北
電
の
廃
止
は
町
の
経
済

に
大
き
な
影
響
が
あ
る
事
案
で

あ
り
、
経
済
団
体
か
ら
出
さ
れ

た
要
請
書
に
つ
い
て
は
、
北
電

だ
け
で
な
く
町
全
体
の
こ
と
を

考
え
て
の
要
請
で
も
あ
り
ま

す
。協

議
す
る
場
を
設
け
る
べ
き

で
は
。

町 

長
北
電
の
こ
と
に
関
し
て
私
の

考
え
方
を
こ
れ
ま
で
説
明
し
て

お
り
、
納
炭
業
者
の
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
も
私
な
り
に
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
、こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、

そ
う
い
う
意
味
で
の
懇
談
会
を

開
催
す
る
考
え
は
持
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
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鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
発
足
か

ら
一
年
経
過
し
て
現
状
は

根 

岸

熊
の
痕
跡
や
目
撃
へ
の
対
応
は

町 

長
８
月
末
時
点
で
、目
撃
２
件
、

痕
跡
２
件
。
職
員
・
警
察
・
実

施
隊
で
現
地
確
認
。
周
辺
地
域

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
Ｈ
Ｐ

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
連
合
区
長
は
じ

め
、
企
業
や
学
校
な
ど
に
も
周

知
。
の
ぼ
り
や
看
板
な
ど
の
設

置
、
戸
別
訪
問
や
チ
ラ
シ
の
配

布
、
広
報
車
に
よ
る
周
知
を
実

施
。

根 

岸

猟
友
会
と
の
関
係
性
に
つ
い
て

町 
長

猟
友
会
は
人
員
不
足
で
参
加

辞
退
。 

有
害
鳥
獣
駆
除
協
力
会

と
連
携
。 

狩
猟
者
不
足
は
全
国

課
題
で
国
や
道
が
主
体
的
に
進

め
る
べ
き
。
現
体
制
で
対
策
し

つ
つ
、
将
来
の
体
制
は
検
討
。

根 

岸

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
活
動

状
況
に
つ
い
て

町 

長
職
員
５
名
＋
協
力
会
推
薦
14

名
の
計
19
名
。

８
月
末
ま
で
に
97
日
間
、
延

べ
２
１
２
人
が
活
動
。
熊
３
頭

を
捕
獲
。

根岸 一志

鳥
獣
害
対
策
の

�

現
状
に
つ
い
て
生
活
情
報
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
情

報
、
商
業
情
報
、
空
家
空
地
マ

ッ
プ
、
防
災
通
知
、
登
下
校
管

理
、
福
祉
情
報
な
ど
、
町
内
外

の
方
も
活
用
で
き
る
総
合
的
な

情
報
発
信
ア
プ
リ
を
検
討
は
。

根 

岸

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ユ

ー
ザ
ー
数
と
利
用
状
況
は

根
岸
再
質
問

「
緊
急
銃
猟
」
が
可
能
に
な
っ
た

が
、
判
断
基
準
や
訓
練
計
画
は

町 
長

道
全
体
で
も
方
向
性
が
定
ま

っ
て
お
ら
ず
、
実
行
体
制
が
整

っ
て
い
な
い
。
知
事
も
明
確
な

指
針
を
出
せ
て
い
な
い
状
況
。

ま
ず
は
啓
発
と
広
報
を
徹
底
。

警
察
と
も
連
携
し
、
情
報
伝
達

体
制
を
優
先
。
訓
練
の
実
効
性

に
も
疑
問
あ
り
、
勉
強
会
や
情

報
共
有
を
進
め
る
。

町 

長
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
：
１
２
５
１
人
、

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
：
６
７
１

人
、
Ｘ
：
４
５
１
人 

。
イ
ベ
ン

ト
、
防
災
、
ヒ
グ
マ
情
報
な
ど

を
発
信
。
登
録
者
増
加
へ
向
け
、

カ
ー
ド
配
布
、
ポ
ス
タ
ー
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
掲
載
な
ど
を
実
施
中
。

● 

導
入
済
み
ア
プ
リ

　

�

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

（
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
利
用
）

　

�

教
委
：
ｔ
ｅ
ｔ
ｏ
ｒ
ｕ

　

�（
欠
席
連
絡
・
学
校
情
報
）

●
導
入
予
定
ア
プ
リ 

　

�

防
災
ア
プ
リ

　

�

ス
ピ
ー
キ
ャ
ン
・
ラ
イ
デ
ン
と

連
動（
防
災
情
報
一
斉
配
信
）

根 

岸

自
治
体
ア
プ
リ
の
導
入
の
検
討

に
つ
い
て

町 

長
東
川
町
の
よ
う
な
成
功
事
例

は
あ
る
が
、
美
唄
市
は
市
公
式

ア
プ
リ
を
廃
止
し
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
強

化
に
移
行
。

利
便
性
は
高
い
が
、
シ
ス
テ

ム
改
修
・
運
用
費
用
が
高
額
に

な
る
懸
念
。
通
知
過
多
に
よ
る

ブ
ロ
ッ
ク
も
課
題
。
総
合
型
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
既
存
ツ
ー
ル
強

化
も
含
め
て
最
適
な
形
を
検
討

し
た
い
。

Ａ
Ｉ
ま
と
め

〇�

奈
井
江
町
は「
防
災
ア
プ
リ
」

を
新
規
導
入
予
定
で
、
ま
ず

は
災
害
情
報
伝
達
を
重
視
。

〇�

総
合
型
ア
プ
リ
は
慎
重
姿

勢
。
費
用
・
利
便
性
・
ブ
ロ

ッ
ク
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
、
既

存
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
機
能
強
化
と

の
比
較
で
検
討
。

〇�

議
員
側
は
利
便
性
＋
地
域
経

済
循
環
の
提
案
を
行
い
、
町

民
意
見
を
取
り
入
れ
る
必
要

性
を
訴
え
た
。

〇�

町
長
は
「
適
材
適
所
で
安
価

に
効
果
的
な
ツ
ー
ル
を
使

う
」と
い
う
立
場
を
示
し
た
。

自
治
体
情
報
発
信
ア
プ
リ
の
導
入
を
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菌
25
．
６
％
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

49
％
コ
ロ
ナ
19
％
と
な
っ
て
い

る
。笹 

木

③�

感
染
症
疾
患
の
周
知
、
予
防

へ
の
注
意
喚
起
は

町 

長
例
年
、
感
染
症
が
蔓
延
す
る

前
に
予
防
接
種
の
案
内
と
共

に
、
疾
病
や
予
防
方
法
な
ど
の

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

は
疾
患
名
に
つ
い
て
の
認
識
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
注
意
喚
起

を
強
化
し
て
参
り
た
い
。

笹 
木

④�

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は

開
発
優
先
度
が
高
い
ワ
ク
チ

ン
。
高
齢
者
の
肺
炎
死
を
予

防
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
公

費
助
成
を
検
討
し
て
は

笹 

木

①�

肺
炎
死
亡
数
、
肺
炎
死
順
位

の
推
移
と
今
後
の
見
込
み
は

町 

長
平
成
25
年
か
ら
27
年
は
死
亡

数
８
人
か
ら
10
人
で
死
因
順
位

４
位
。
28
年
29
年
は
５
人
で
順

位
は
５
位
。
今
後
の
見
込
み
は

高
齢
化
が
進
む
事
か
ら
、
一
定

の
死
亡
は
続
く
と
見
込
ま
れ

る
。

笹 

木

②�
高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
公
費
助
成
の
内
容

と
接
種
状
況
は

そ
も
そ
も
ワ
ク
チ
ン
の
働
き
っ

て
な
に
？

感
染
予
防
や
重
症
化
予
防
で

自
身
の
健
康
、
友
人
知
人
を
守

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

重
症
者
や
死
亡
者
を
減
ら

し
、
医
療
機
関
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

町 

長
肺
炎
球
菌
５
千
円
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
千
六
百
円
、
コ
ロ
ナ

１
万
三
百
円
。
生
保
世
帯
は
全

額
助
成
。
接
種
状
況
は
肺
炎
球

高
齢
者
の

�
肺
炎
予
防
に
つ
い
て

町
長 

健
康
寿
命
の
延
伸
は
非
常
に
大
切
と
考
え
る

笹木利津子

町 

長
疾
病
の
蔓
延
状
況
、
重
症
化

に
関
す
る
デ
ー
タ
が
不
足
し
て

い
る
な
ど
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
の

定
期
接
種
化
を
検
討
す
る
う
え

で
必
要
な
情
報
収
集
を
行
っ
て

ゆ
く
。
町
と
し
て
も
全
体
の
予

算
を
鑑
み
子
育
て
支
援
等
ベ
ー

ス
の
所
を
押
さ
え
、
予
算
措
置

を
考
え
て
参
り
た
い
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
？

風
邪
症
状
が
続
く
が
検
査
を

し
て
も
イ
ン
フ
ル
で
も
コ
ロ
ナ

で
も
な
い
。

肺
炎
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
だ
が
ま
だ
治
療
法
が

な
い
。
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
は

重
症
化
し
肺
炎
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
。
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主な Q & A

一
般
旅
費

問 

不
用
額
の
出
た
理
由
は

答 

企
画
財
政
課
主
幹

出
張
と
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の

選
別
を
か
な
り
進
め
た
事
が
、

経
費
の
節
減
に
つ
な
が
り
不
用

額
が
出
た
。

定
住
対
策

問 

不
用
額
が
出
た
理
由
は

答 

企
画
財
政
課
主
幹

定
住
対
策
に
つ
い
て
は
毎
年

12
月
に
補
正
を
行
っ
て
い
て
、

令
和
６
年
は
中
古
住
宅
22
件

が
、
18
件
、
ア
パ
ー
ト
助
成
30

件
の
見
込
み
が
26
件
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
32
件
が
25
件
と

な
っ
た
た
め
。

問 

今
後
の
見
通
し
は

答 

企
画
財
政
課
課
長

新
築
住
宅
の
建
築
費
の
高
騰

が
あ
り
、
中
古
住
宅
の
需
要
が

高
ま
る
と
予
想
。
し
か
し
、
町

内
の
空
き
家
が
対
応
し
得
る
か

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

問 
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
方

向
性
は

答 

企
画
財
政
課
長

予
算
や
抽
選
方
法
も
含
め

て
、
新
年
度
に
向
け
て
協
議
す

る
。

新
型
コ
ロ
ナ
助
成
金

問 

前
年
に
は
な
か
っ
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
定
期
接
種

ワ
ク
チ
ン
確
保
事
業
に
対
す
る

助
成
金
の
内
容
は

答 

企
画
財
政
課
主
幹

令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
関
連
の
各
病
院

に
交
付
さ
れ
る
委
託
料
の
財

源
。
内
訳
は
、
１
人
当
た
り
８
，

３
０
０
円
で
接
種
さ
れ
た
人
数

３
８
０
人
、
財
源
と
し
て
約
３

１
５
万
円
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

問 

以
前
よ
り
イ
ベ
ン
ト
が

増
え
て
、
広
告
や
チ
ラ

シ
が
増
加
し
て
い
る
が
何
か
対

策
は答 

企
画
財
政
課
長

庁
舎
内
部
で
新
た
な
町
内
会

組
織
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い

る
段
階
だ
が
、
広
報
の
配
布
方

法
に
つ
い
て
は
意
見
が
割
れ
て

い
る
。
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
や
町

民
議
論
を
進
め
て
決
定
し
た

い
。

主な Q & A

令和６年度
決算審査特別委員会

質質疑疑ああれれここれれ

こんな事業やりました
●奈井江版生涯活躍のまちに要する経費

１億5,850万円(1,433万円増)

●ふるさと応援寄付金事業に要する経費

5,500万円（1,527万円増）

●定住促進対策事業に要する経費

5,802万円（2,098万円増）

●庁舎整備等に要する経費

５億7,414万円（10億3,227万円減）

●国際交流に要する経費

335万円（185万円増）

●障がい者支援に要する経費

2億9,898万円（3,056万円増）

●低所得者支援及び定額減税補足給付金に要する経費

4,585万円（2,745万円増）

●障がい児通所支援に要する経費

4,082万円（1,131万円増）

●学校給食に要する経費

2,997万円（808万円増）

●除排雪に要する経費

1億8,380万円（4,541万円減）

●道営土地改良事業に要する経費

6,156万円（1,993万円増）

●病院事業会計繰出金

3億7,824万円（58万円増）

※（　）内数字は前年度比較
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あ
そ
Ｖ
ｉ
ｖ
ａ

問 
利
用
者
数
と
経
費
は

答 

保
健
福
祉
課
参
事

北
町
児
童
館
が
10
月
で
閉
館

し
、
11
月
５
日
か
ら
旧
保
健
セ

ン
タ
ー
２
階
に
移
っ
た
が
、
当

初
月
１
０
０
名
程
度
だ
っ
た

が
、
現
在
月
２
０
０
名
の
利
用

が
あ
る
。
経
費
は
、
役
場
分
庁

舎
の
位
置
付
け
の
た
め
消
耗
品

費
程
度
。

旧保健センター旧保健センター

企
業
誘
致

問 

取
り
組
み
の
現
状
は

答 

産
業
観
光
課
参
事

企
業
誘
致
の
必
要
性
は
大
い

に
感
じ
て
お
り
、
協
議
も
し
て

い
る
が
、
非
常
に
難
し
い
問

題
。
道
が
窓
口
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
紹
介
は
来
る
も

の
の
誘
致
に
は
結
び
つ
い
て
い

な
い
。

空知工業団地空知工業団地

空
知
団
地

問 

売
買
に
な
っ
た
Ｇ
Ｖ
Ｓ

Ｊ
11
合
同
会
社
の
詳
細

は答 

産
業
観
光
課
係
長

世
界
各
国
で
太
陽
光
や
風
力

発
電
、
蓄
電
池
事
業
を
行
っ
て

い
る
外
資
系
の
グ
ル
ー
プ
企

業
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ル
ト
グ
ル
ー

プ
の
子
会
社
の
特
別
目
的
会

社
。
今
の
所
、
令
和
８
年
度
に

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
予
定
。

給
食
費

問 
か
な
り
値
上
が
り
し
て

い
る
が

答 
教
育
委
員
会
事
務
局
長

学
校
給
食
運
営
委
員
会
で
協

議
し
て
い
る
が
、
人
件
費
、
材

料
費
、
施
設
の
維
持
管
理
費
の

高
騰
が
主
な
理
由
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

問 

契
約
の
任
期
は

答 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

会
計
年
度
任
用
職
員
と
い
う

形
で
の
任
用
な
の
で
、
年
度
で

一
旦
切
っ
て
最
長
３
年
の
任
用

期
間
。

問 

部
活
動
の
地
域
移
行

答 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

６
年
度
は
１
回
の
検
討
会
議

だ
っ
た
が
、
今
年
度
は
す
で
に

４
回
開
催
し
、
教
育
委
員
会
に

も
報
告
済
。
国
も
令
和
８
年
か

ら
３
年
間
で
取
り
組
め
と
の
事

な
の
で
、し
っ
か
り
対
応
す
る
。

町
立
国
保
病
院

問 

病
床
削
減
す
る
こ
と
で

国
の
補
助
制
度
が
あ
る

が
町
の
考
え
は

答 

事
務
長

現
在
は
削
減
よ
り
維
持
が
必

要
と
考
え
る
。
現
状
、
満
床
で

あ
っ
た
り
、
地
域
の
受
け
皿
と

し
て
必
要
と
考
え
る
た
め
、
病

床
削
減
の
予
定
は
な
い
。

地域おこし協力隊地域おこし協力隊
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　第３回定例会では令和６年度の予算に基づいて執行した事業の結果について決算　第３回定例会では令和６年度の予算に基づいて執行した事業の結果について決算
審査特別委員会を設置し審査を行いその結果を町に報告をいたしました。審査特別委員会を設置し審査を行いその結果を町に報告をいたしました。
� （結果報告内容抜粋）� （結果報告内容抜粋）

決算審査特別委員会審査結果報告決算審査特別委員会審査結果報告

１   定住対策について　
　住宅取得助成や賃貸住宅の家賃助成等、子育て世代を中心に本町へ転入いただいているこ
とは大変喜ばしいことです。引き続き定住支援のPRを積極的行っていただくとともに、空
き家の利活用についても検討いただきたい。今後も、評価・検証を行うとともに移住された
方の声も参考とし、より良いまちづくりに反映されることを期待する。

２   鳥獣対策について
　近年ヒグマの目撃情報が本町や隣接する市町で増加傾向にあ
る。人的被害や農作物被害を未然に防止するため、関係機関との
協力によるパトロールの実施や注意喚起、町民への情報提供に努
めていただきたい。

３   企業誘致について
　空地団地をはじめ、町内への新たな産業の創出や進出に向けて、北海道や美唄市等と連携
を図り、立地に地に向けたPRや情報の収集等誘致活動に努めていただきたい。

４   公設塾について　
　「ななかま」では、学習だけではなくあらゆる取り組みにより、子ども達に学習意欲を持
たせる工夫をし、いきいきと楽しく学んでいること、そして基礎学習の定着につながってい
ることは大変喜ばしく感じている。引き続き、子ども達が学習に集中できるように環境の整
備に努めていただきたい。

５   下水道事業について　
　町民の恒久的財産である下水道事業を適正に維持するために、より一層の経営の効率化・
健全化に努めていただきたい。

６   町立国保病院について
　人口減少・高齢化による患者数の減少などによ
り、地域医療を取り巻く環境が依然として厳しい
経営状況にある。
　引き続き地元医歯会、近隣公立病院との連携を
推進し、安心な医療の提供に努めていただきたい。
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　奈井江・砂川火力発電所の廃炉に伴い、露頭炭採炭事業の撤退が決定された　奈井江・砂川火力発電所の廃炉に伴い、露頭炭採炭事業の撤退が決定された砂子炭鉱三笠露砂子炭鉱三笠露
天坑天坑を、町内の経済団体の皆様とともに視察しました。現地では、坑内の現状や、安全管理、を、町内の経済団体の皆様とともに視察しました。現地では、坑内の現状や、安全管理、
ドローンを用いた3Dモデルや石炭層モデルなどのICT技術、今後の計画についても説明を受け、ドローンを用いた3Dモデルや石炭層モデルなどのICT技術、今後の計画についても説明を受け、
長年地域経済を支えてきた石炭産業の終焉と、その跡地利用の課題を改めて実感しました。ま長年地域経済を支えてきた石炭産業の終焉と、その跡地利用の課題を改めて実感しました。ま
た、同坑内で進められているた、同坑内で進められている露頭炭層を活用した地下ガス化によるブルー水素製造事業露頭炭層を活用した地下ガス化によるブルー水素製造事業についについ
ても説明を受け、脱炭素社会に向けた新たな可能性を感じました。ても説明を受け、脱炭素社会に向けた新たな可能性を感じました。
　エネルギー転換の時代を迎える中で、地域がこれまで培ってきた技術や知見をどのように次　エネルギー転換の時代を迎える中で、地域がこれまで培ってきた技術や知見をどのように次
世代の産業へつなげていくかが問われています。世代の産業へつなげていくかが問われています。
　今回の視察を通じ、奈井江町としても、周辺自治体や経済団体との連携を深め、「地域資源の　今回の視察を通じ、奈井江町としても、周辺自治体や経済団体との連携を深め、「地域資源の
再活用と新産業創出」という視点から、持続可能な地域づくりを進めていく必要性を強く感じ再活用と新産業創出」という視点から、持続可能な地域づくりを進めていく必要性を強く感じ
ました。ました。

町内経済団体との砂子炭鉱三笠露天坑視察町内経済団体との砂子炭鉱三笠露天坑視察

▪
令
和
７
年
10
月
17
日

　
町
内
経
済
団
体
と
の
懇
談
会
に
お
い
て

出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
等
を
踏
ま
え
、
全

員
協
議
会
に
て
議
論
を
重
ね
、

・�

北
海
道
電
力
株
式
会
社
に
対
し
、
今
後

と
も
地
域
振
興
と
な
る
事
業
の
検
討
の

要
請
を
続
け
て
い
た
だ
く

・�

事
業
化
の
際
は
地
元
企
業
が
参
入
出
来

る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
く

・�

可
能
な
限
り
で
の
速
や
か
な
情
報
提
供

を
求
め
る
等
、

　
議
会
と
し
て
意
思
決
定
を
し
た
「
要
請

書
」
を
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

町
長
へ
の
要
請
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問 

地
域
公
共
交
通
バ
ス
の
購
入

と
運
行
、
バ
ス
の
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て

答 

新
車
を
２
台
購
入
し
８
月
に

納
車
。
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
路
線
に
変
更
し
10
月
か
ら
開

始
す
る
。
車
両
に
は
（
ず
ど
ー
ん
）

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
て
い
る
。

問 

学
校
給
食
の
米
飯
事
業
に
つ

い
て

答 

民
間
事
業
者
の
廃
業
に
伴
い

共
奏
ネ
ッ
ト
が
事
業
を
引
継

い
だ
。
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
も
活
用
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
る
。

問 

今
後
の
ま
ち
じ
ゅ
う
音
楽
の

コ
ン
サ
ー
ト
の
方
針
と
収
益

性
つ
い
て

答 
入
場
料
金
が
上
が
っ
て
も
著

名
人
を
呼
び
集
客
率
を
高
め

た
い
。
収
益
は
工
夫
し
て
上
げ
る
努

力
を
す
る
。

問 
今
後
の
事
業
の
取
捨
選
択

と
、
事
業
の
実
施
主
体
に
つ

い
て

答 

現
時
点
で
は
共
奏
ネ
ッ
ト
で

既
存
事
業
を
継
続
し
て
い
き

た
い
。

問 

事
業
の
透
明
性
を
高
め
る
た

め
に
共
奏
ネ
ッ
ト
の
監
査
の

必
要
性
に
つ
い
て

答 

透
明
性
を
高
め
る
事
は
大

切
。
今
後
は
監
査
を
含
め
方

法
を
検
討
し
て
行
く
。

問 

遊
器
具
の
点
検
及
び
点
検
時

期
に
つ
い
て

答 

町
内
に
あ
る
全
76
ヵ
所
を
点

検
し
て
い
る
。
来
年
度
以
降

は
出
来
る
だ
け
早
期
の
対
応
を
す

る
。

問 

サ
ン
ポ
パ
ー
ク
の
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
に
つ
い
て

答 

定
期
的
に
周
辺
を
確
認
し
て

い
る
。
今
後
見
回
り
回
数
を

増
や
し
て
対
応
し
て
行
く
。

問 

白
樺
公
園
の
ト
イ
レ
設
置
に

つ
い
て

答 

近
隣
に
利
用
可
能
な
ト
イ
レ

が
あ
る
こ
と
や
、
費
用
や
防

犯
面
を
考
慮
し
て
設
置
し
な
い
。

問 

公
園
の
美
化
や
維
持
管
理
に

つ
い
て

答 
経
費
や
労
力
を
考
え
る
と

（
な
か
よ
し
公
園
を
守
る
会
）

の
よ
う
な
取
組
み
が
広
が
り
、
住
民

の
協
力
を
得
な
が
ら
行
い
た
い
。
今

後
も
広
報
誌
な
ど
を
通
じ
て
呼
び
か

け
て
行
き
た
い
。

生
涯
活
躍
の
ま
ち
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

共
奏
ネ
ッ
ト
と
連
携
の
も
と

町
が
抱
え
る
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

（
現
地
調
査
を
含
む
）

な
か
よ
し
公
園
を

守
る
会（
本
町
５
区
）は

奈
井
江
町
環
境
美
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業

に
取
り
組
ん
で
10
年
目
。

※
行
政
と
民
間
の
協
働

【委員会からの意見要望】
利用者が安心・安全に利用できるよう、

多くの住民の参加を募りながら計画的な管
理・修繕に努めていただきたい。

【委員会からの意見要望】
地域再生計画に掲げた事業を着実に推

進し、目標とする将来展望の実現に期待
する。また、交付金が終了しても継続可
能な事業展開を望みます。
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定住・移住政策の成果により奈井江町へ移住する方が増えています。定住・移住政策の成果により奈井江町へ移住する方が増えています。
今回は、千田さんです。今回は、千田さんです。

は
じ
め
ま
し
て
。

２
０
２
５
年
４
月
よ
り
「
な
い
え
共
奏
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
で
勤
務
し
て
い
る
千
田
と
申
し
ま
す
。

現
在
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

「
泊
ま
れ
る
音
楽
室
」
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

出
身
は
札
幌
で
学
生
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
就

職
後
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
観
光
協
会
に
勤

務
し
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
や
園
地
で
の
花
と
鉄
道
模
型

を
組
み
合
わ
せ
た
外
で
の
展
示
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

事
業
な
ど
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
層

雲
峡
や
北
湯
沢
の
ホ
テ
ル
で
予
約
業
務
を
担
当
し
、

観
光
や
宿
泊
に
関
す
る
経
験
を
積
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。奈

井
江
町
と
の
ご
縁
は
、
以
前
の
職
場
の
上
司
か

ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
ち
ょ
う
ど
新
た
な
挑
戦
を
考
え
て
い
た
時
期

に
、
奈
井
江
町
の
「
ず
ど
ー
ー
ー
ん
」
と
い
う
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
町
の
ま
っ
す
ぐ
な
想
い
が
伝
わ

り
、
強
く
惹
か
れ
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し

て
、
奈
井
江
町
の
美
味
し
い
お
米
や
特
産
品
を
全
国

へ
届
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
移
住
を
決
意
い
た

し
ま
し
た
。

食
べ
る
こ
と
と
温

泉
が
大
好
き
で
、
奈

井
江
町
や
近
隣
の
飲

食
店
・
温
泉
に
は
こ

の
半
年
で
ほ
と
ん
ど

足
を
運
び
ま
し
た
。

も
し
町
内
外
で
お
す

す
め
の
ス
ポ
ッ
ト
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
教
え
て
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

千田さん

ようこそ奈井江町へ

13

問 

個
人
町
民
税
の
増
額
に
つ
い

て

答 

人
事
院
勧
告
に
よ
る
公
務
員

の
昇
給
や
農
業
者
の
所
得

増
、
定
額
減
税
の
影
響
に
よ
り
増
額

し
た
。

問 

コ
ン
ビ
ニ
や
ス
マ
ホ
で
の
支

払
い
の
手
数
料
に
つ
い
て

答 

税
抜
き
で
61
円
で
す
。

問 

基
金
に
対
し
て
の
考
え
方
に

つ
い
て

答 

必
要
な
投
資
事
業
や
町
民
へ

の
福
利
厚
生
を
適
切
に
行
い

な
が
ら
精
査
を
し
て
い
き
た
い
。

問 

過
疎
債
の
活
用
に
つ
い
て

答 

ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
は
充

当
率
１
０
０
％
、
ソ
フ
ト
事

業
に
つ
い
て
昨
年
度
は
69
．
２
％
で

し
た
。

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
要
望
】

賦
課
状
況
に
つ
い
て
は
、
公
平
性

を
保
ち
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
て
頂

き
た
い
。

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
健
全
化

の
兆
し
が
見
え
る
一
方
公
債
費
の
増

加
や
病
院
経
営
健
全
化
の
課
題
も
あ

る
。
引
き
続
き
健
全
財
政
の
堅
持
に

努
め
て
頂
き
た
い
。

町
税
の
賦
課
徴
収
状
況
と
財
政
状
況
に
つ
い
て

町
税
は
前
年
と
比
べ
、
個
人
町
民
税
は

５
８
０
０
万
円
の
増
加
、財
政
調
整
基
金
は

８
５
４
１
万
増
の
７
億
２
２
４
万
円



い
よ
い
よ
朝
夕
が
ぐ
っ
と

冷
え
込
む
よ
う
に
な
り
、
冬

の
訪
れ
を
だ
ん
だ
ん
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
も
う
一
枚
上
着
を
持
っ
て

く
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
外
出

先
で
後
悔
す
る
日
々
が
増
え

て
き
ま
し
た
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

も
ど
う
か
体
調
を
崩
さ
れ
ま

せ
ん
よ
う
暖
か
く
し
て
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
が
、
日
々
の

暮
ら
し
の
中
で
少
し
で
も
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

町
民
皆
様
の
ご
意
見
・
ご

感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
星
）

編

集

後

記

発
行
　
奈
井
江
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

委 

員 

長　

遠
藤　

共
子

副
委
員
長　

根
岸　

一
志

委　
　

員　

笹
木
利
津
子

星　
　

厚
早

議
会
運
営
委
員
会
報
告

議
会
運
営
委
員
会
報
告

９
月
１
日

・
第
３
回
定
例
会
の
議
会

運
営
に
つ
い
て

広
報
常
任
委
員
会
報
告

広
報
常
任
委
員
会
報
告

　

議
会
だ
よ
り
40
号
（
８

月
15
日
発
行
）

　

編
集
の
た
め
４
回
の
委

員
会
を
開
催

全
員
協
議
会
報
告

全
員
協
議
会
報
告

７
月
23
日

・
経
済
団
体
と
の
議
会
懇

談
会
に
つ
い
て

８
月
29
日

・
第
３
回
定
例
会
の
議
案

説
明
に
つ
い
て

９
月
５
日

・
第
３
回
定
例
会
の
議
会

運
営
に
つ
い
て

・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

に
つ
い
て

・
議
会
懇
談
会
に
つ
い
て

９
月
12
日

・
一
部
事
務
組
合
の
議
会

報
告
に
つ
い
て

委委
員
会
報
告

員
会
報
告

　

ハ
ウ
ス
ヤ
ル
ビ
町
か
ら
訪

問
団
が
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
に
は
議
会
と
訪

問
団
の
方
々
と
意
見
交
換
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・

��
ハ
ウ
ス
ヤ
ル
ビ
町

ハ
ウ
ス
ヤ
ル
ビ
町

訪
問
団
歓
迎

訪
問
団
歓
迎

��

セ
レ
モ
ニ
ー

セ
レ
モ
ニ
ー

第４回定例会（予定）
■日 程　12月10日（水）
� ～12月12日（金）
■ 場 所　役場２階　議場
どなたでも傍聴できます。お気軽にお越しください。

お問い合わせは議会事務局まで
６５－２１６６
gikai@town.naie.lg.jp

　

10
月
17
日
、
議
会
懇
談
会
を
開

催
し
31
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
で
報
告

い
た
し
ま
す
。

第
９
回
議
会
懇
談
会

第
９
回
議
会
懇
談
会

意見交換会の様子意見交換会の様子 議会歓迎セレモニーの様子議会歓迎セレモニーの様子
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